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男の料理教室�男の料理教室�
田代総合福祉田代総合福祉センター（サンピア）で�
男性男性が包丁が包丁を手に料理料理に奮闘奮闘しました�
（11月9日）。�

田代総合福祉センター（サンピア）で�
男性が包丁を手に料理に奮闘しました�
（11月9日）。�



土
地
利
用
の
仕
方
や
街
並
み
を
ど
う

す
る
の
か
、
道
路
や
公
園
、
下
水
道
を

ど
う
整
備
し
て
い
く
の
か
な
ど
を
、
ま

ち
全
体
や
私
た
ち
の
地
域
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
か
を
考
え
な
が
ら
、

大
館
市
の
20
年
後
の
姿
を
検
討
す
る
も

の
で
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、
一
般
家
庭

約
６
、
０
０
０
世
帯
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
や
、
公
募
し
た
方
々
か
ら
の
ご

意
見
を
参
考
に
し
、
策
定
委
員
会
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
約
６
、０
０
０
世
帯(

無
作
為

抽
選)

に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

12
月
５
日(

月)

に
郵
送
し
ま
す
。
ご
自

宅
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
皆
さ
ん
の

身
近
な
こ
と
や
将
来
の
ま
ち
へ
の
期
待

な
ど
、
幅
広
く
意
見
を
伺
う
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
住
む
、
大
館
市
の
20
年
後

は
、
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
？
　
「
自
然
が
豊
か
で
美
し

い
ま
ち
」「
便
利
な
ま
ち
」「
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
」
な
ど
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
く
豊
か
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」

を
作
成
し
ま
す
。
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

提案�
反映�

提案�
反映�

市全体の将来の姿を作ります�

さらに地域別の将来の夢を�
作ります�



市では、都市計画マスター
プランを充実させるため、ワ
ークショップへの参加者を募
集しています。このワークシ
ョップとは、地域のことを学
びいろいろな立場の方々と一
緒に作業をしながら考える集
まりを言います。
今回は、市内を６地区に分
けて、地域ごとにワークショ
ップを開催する予定です。
特別に難しいことはしませ

んので、どなたでも参加出来ます。未来の大館を、将来
の自分達の地域を、一緒になって考えてみませんか？　
皆さんからのご応募をお待ちしています。

ワークショップの期間
平成18年２月から平成19年２月までの１年間で、５回
程度の会合を予定しています。
開催日時
土・日曜日の日中、もしくは、平日の夜に開催します。
参加資格・中学生以上の市民
募集人数・各地域とも、10人から15人程度
締め切り・12月26日(月)

申し込み方法
電話、はがき、ＦＡＸ、電子メールで、住所・氏名・年
齢・性別・連絡先の電話番号と職業をお知らせください。

申し込み・お問い合わせ先
〒017－0897 大館市字三の丸13―19

大館市役所建設部都市計画課　149―３１１１(内線312)

ＦＡＸ49―２１１５
メールアドレスtskseibi@city.odate.akita.jp
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10月24日から11月４日までの12日間、秋田県市町村職

員海外研修の団長として、ニュージーランドとオースト

ラリアの両国を視察してきました。

ニュージーランドでは農業事情と高齢者問題を視察し、

オーストラリアでは世界遺産のブルーマウンテンを保護

していく環境保護政策を学んできました。

今回視察した中で、特にニュージーランドの農業が印

象に残りました。ニュージーランドでは、過疎、後継者

不足を逆手にとって、経営規模の拡大につなげているの

です。農場経営の規模を拡大して、農業を企業としてと

らえ、立派に経営していました。その経営規模は目を見

張るものがありました。集約された農地は、牧草地で

50haから300haと、まさに機械化された大規模農業です。

日本との大きな違いは、農地の所有者が、自分の子供

や親族に経営委譲するのではなく、やる気のある人を見

定めて、農地を譲り渡す方式です。自分が高齢などで引

退する際には、あらかじめやる気のある人に農場を手伝

わせ、この人ならと思った人に、自分が大切にしてきた

農地を譲っていました。こうして、経営規模が縮小され

ることなく、しかも、しっかりとした後継者に自分の農

地を譲ることが出来るわけです。親族の農業に向かない

人に引き継ぐよりも、やる気のある人に引き継ぐという

形で、農業が守られているのです。今の日本、大館で、

今すぐにこれをまねることは出来ないかもしれません。

ただ、このような方法もあるのだという選択肢の一つに

はなると思います。

さて、ニュージーランドという国は、これまで皆が一

丸となって行政改革を実施し、その苦しみを超えて、現

在は安定した社会をつくりあげています。

一方、大館でも究極の行政改革とも言われる市町村合

併を通し、新しいまちづくりに取り組んでいます。激し

い荒波を乗り越え、試行錯誤の中で、我々もまた安定し

た地域社会を構築していくことが出来るのではないかと

考えます。

農業は、昔も今も、大館の基幹となる産業です。永続

する農業は、永続する社会へとつながります。大館を永

続させるため、全力を尽くします。

市長リポート No.274

ニュージーランドの農業事情

一緒にまちづくりを考えませんか

ワークショップへの参加者募集

こんな人を募集しています
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平
成
16
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
決
算
は
１
年
間

に
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
っ
て
き
た

か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
っ
た
か

を
お
知
ら
せ
す
る
結
果
報
告
で
す
。

な
お
、
旧
比
内
町
・
旧
田
代
町
分

は
、
す
で
に
各
町
で
報
告
済
み
で
す

の
で
、
今
回
は
旧
大
館
市
分
の
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
予
算

市
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

◎
一
般
会
計

市
の
予
算
の
中
心
を
成
す
も
の

で
、
市
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
基

本
的
な
経
費
を
扱
う
会
計
で
す
。
道

路
や
公
園
の
整
備
、
ご
み
処
理
、
福

祉
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

◎
特
別
会
計

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
一

般
会
計
と
区
別
し
て
設
け
ら
れ
た
会

計
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
や
農
業

集
落
排
水
使
用
料
と
い
っ
た
財
源
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
企
業
会
計

独
立
採
算
制
を
と
っ
て
い
る
、
病

院
事
業
や
水
道
事
業
な
ど
で
す
。

■
一
般
会
計
の
あ
ら
ま
し

16
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
２
４
３
億
７
８
４
万
円
、
歳
出

が
２
３
８
億
６
８
７
万
円
で
、
差
し

引
き
５
億
97
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
歳
入
の
う
ち
15
・
２
％

を
市
債(

借
金)

で
賄
っ
て
い
る
た

め
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

243億784万円

58億6,568万円

42億4,874万円

6億5,982万円

64億6,915万円

7,103万円

2,948万円

2,161万円

1,192万円

6億6,553万円

16億7,333万円

4億2,823万円

4,782万円

4,016万円

211万円

15万円

2,325万円

176万円

223万円

330万円

202億6,530万円

73億6,588万円

11億2,757万円

4,514万円

85億3,859万円

531億1,173万円

238億687万円

55億6,417万円

41億2,971万円

6億5,873万円

64億2,562万円

6,528万円

2,816万円

1,990万円

1,191万円

6億5,270万円

14億7,310万円

4億2,645万円

4,719万円

3,797万円

200万円

10万円

2,299万円

160万円

207万円

316万円

195億7,281万円

72億9,028万円

9億8,150万円

4,128万円

83億1,306万円

516億9,274万円

5億97万円

3億151万円

1億1,903万円

109万円

4,353万円

575万円

132万円

171万円

1万円

1,283万円

2億23万円

178万円

63万円

219万円

11万円

5万円

26万円

16万円

16万円

14万円

6億9,249万円

7,560万円

1億4,607万円

386万円

2億2,553万円

14億1,899万円

お知らせします�

市の財政状況�
平成16年度歳入歳出決算・財務諸表�

お知らせします�

市の財政状況�

□ 財政課149―3111(内線349)問�□ 財政課149―3111(内線349)問�

平成16年度歳入歳出決算・財務諸表�
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歳出（市から出ていくお金）�
　子供や老人、障害者などの福
祉事業全般を行う民生費の割合
が最も高く、前年度の１％増で、
56億４千万円となっています。�

歳入（市に入ってくるお金）�
　25.8％を占める市税は、前年度
に比べて１億２千万円の減収で
す。また、最も高い割合を占める
地方交付税は、前年度から２億
１千万円減の66億８千万円です。�

（　　　　　）�

人件費………�
（職員の給与など）�（老人ホームや保育園など）�（借金の返済）�

（建物や道路の建設など）�（補助金など）�（光熱水費や消耗品など）�

65,744円�扶助費………�48,382円�公債費………�54,067円�

投資的経費…�61,737円�補助費等……�44,211円�物件費ほか…�92,119円�

市税の内訳�市債の残高�
土木債�
教育債�

農林水産債�
民生債�

公営住宅債�
災害復旧債�
消防債�
商工債�
その他�

市民税（個人）�

市民税（法人）�

固定資産税�

市たばこ税�

都市計画税�

その他�

72億4千万円

15億9千万円

地方交付税
66億8千万円

27.5％

自主財源�

依存財源�

民生費
56億4千万円

23.7％

土木費
42億4千万円

17.8％

公債費
35億2千万円

14.8％

総務費
32億3千万円

13.5％

教育費
23億6千万円

9.9％
衛生費
20億円�
8.4％

消防費
9億円�
3.8％ 商工費

8億1千万円�
3.4％

農林水産業費
6億1千万円�

2.6％

その他
5億円�
2.1％

市税
62億8千万円

25.8％

市債
37億1千万円

15.2％

国庫支出金
25億4千万円

10.4％

その他
15億3千万円

6.3％

県支出金
9億円�
3.7％

諸収入
6億8千万円�

2.8％

地方譲与税ほか
14億5千万円�

6.0％

分担金・負担金、使用料等
5億4千万円�

2.3％

16億7千万円

32億3千万円
31億8千万円

平成16年度�

平成15年度�

7億2千万円
8億3千万円

4億3千万円
4億3千万円

2億円
1億9千万円

1億円
1億1千万円68億7千万円

38億1千万円

24億8千万円

21億3千万円

6億1千万円

1億7千万円

1億6千万円

1億2千万円

平成17年3月31日�
現在の人口65,000人�

歳 出�
238億１千万円�

歳 入�
243億１千万円�
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
平
成
17
年

３
月
31
日
現
在
に
、
市
が
ど
の
よ
う

な
財
産
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

財
産
を
持
つ
た
め
に
ど
の
よ
う
に
資

金
を
調
達
し
た
か
を
一
覧
に
し
た
も

の
で
す
。
左
側
を
借
方(

か
り
か
た)

、

右
側
を
貸
方(

か
し
か
た)

と
言
い
ま

す
。
借
方
と
貸
方
が
同
額
に
な
る
こ

と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ

ま
す
。

借
方
は
、
こ
れ
ま
で
取
得
し
た
資

産
を
表
し
て
い
ま
す
。
資
産
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
財

産
で
す
。

一
方
、
貸
方
は
、
負
債
と
正
味
資

産
を
表
し
て
い
ま
す
。
負
債
は
、
市

の
資
産
を
形
成
す
る
た
め
に
借
り
入

れ
た
資
金
で
、
将
来
に
わ
た
り
返
済

す
る
必
要
の
あ
る
も
の
で
す
。
正
味

資
産
は
、
返
済
を
必
要
と
し
な
い
一

般
財
源
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
の

こ
と
で
、
こ
の
額
が
大
き
い
ほ
ど
、

次
の
世
代
の
負
担
が
少
な
い
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

■
資
産

※
１

有
形
固
定
資
産

土
地
や
建
物
な
ど
、
長
期
間
に
わ

た
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
さ
れ

る
も
の
。

※
２

投
資
等

将
来
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
た
資
金
な
ど
。

※
３

流
動
資
産

市
が
持
っ
て
い
る
現
金
や
預
金
、

市
に
納
め
て
も
ら
う
お
金
の
う
ち
、

ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

借　　　　　方�

資 産 の 部 �将来に引き継ぐ財産� 負 債 の 部 �

資 産 合 計 � 負債・正味資産合計�

これから負担する分�

貸　　　　　方�

資金の使い道の内容�

１．有形固定資産（※1）
　（１）総務費

　（２）民生費

　（３）衛生費

　（４）労働費

　（５）農林水産業費

　（６）商工費

　（７）土木費

　（８）消防費

　（９）教育費

　（10）その他
    （有形固定資産のうち土地）

 
２．投資等（※2）
　（１）投資及び出資金

　（２）貸付金

　（３）基金

　　① 特定目的基金
　　② 土地開発基金
　　③ 定額運用基金
　（４）退職手当組合積立金

３．流動資産（※3）
　（１）現金・預金

　　① 財政調整基金
　　② 減債基金
　　③ 歳計現金
 
　（２）未収金

　　① 市税
　　② その他

740億 １千万円
28億 ８千万円
64億 円　　　
５億 ８千万円
５億 １千万円
62億 円　　　
23億 ５千万円
331億 ９千万円
３億 円　　　
213億 ２千万円
２億 ８千万円

44億  ７千万円
19億  ５千万円
４億  ５千万円
18億  ６千万円
９億  ６千万円
８億  ９千万円

１千万円

２億  １千万円

19億  ３千万円
14億  ５千万円
６億  ２千万円
３億  １千万円
５億  ２千万円

４億  ８千万円
４億  ３千万円

５千万円

804億 １千万円

１．固定負債�

�

　（１）市債�

 �

　（２）債務負担行為�

　　① 物件の購入等�

　　② 債務保証又は損失補償�

�

　（３）退職給与引当金�

�

２．流動負債�

�

　（１）翌年度償還予定額�

 �

　（２）翌年度繰上充用金�

296億 ２千万円

252億 ８千万円

０円　　　

０円　　　

０円　　　

43億 ４千万円

23億 ８千万円

23億 ８千万円

０円　　　

320億 円　　　

正味資産の部�これまでの世代で負担した分�

１．国庫支出金�

�

２．県支出金�

�

３．一般財源等�

117億 ９千万円

47億 ４千万円

318億 ８千万円

484億 １千万円

804億 １千万円

（構成比）

（４％）

（８％）

（１％）

（１％）

（８％）

（３％）

（44％）

（１％）

（29％）

（１％）

資金の調達の内容�

市庁舎、市民�
文化会館等�

翌年度の償�
還元金�

勤労者福祉�
施設等�

湯夢湯夢の�
里等�

保育所、北部�
老人福祉総�
合エリア等�

水道、病院事�
業会計への�
出資金等�

退職手当組�
合積立金の�
うち大館市の�
持分相当額�

墓園整備等�

農林道等�

防火水槽等�

�

道路、公園、�
市営住宅等�

小中学校、給�
食センター等�

地域総合整�
備資金等�

特別導入貸�
付牛購入基金�

市債償還の�
ための積立金�

前年度からの�
繰り越し現金�

教育施設、庁�
舎建設基金等�

�

�

平成１６年度
末の市債残
高（翌年度償
還分を除く）�

平成１６年度
末に全職員
が退職した
場合の手当
の試算額�

有形固定資
産を取得する
ために使った
国や県からの
お金�

資産を取得
するために使
った市税など�

負 債 合 計�

正味資産合計�

　（168億 １千万円）
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行政コスト計算書は、バラン

スシートのような資産形成の状

況を表すものではなく、市が提

供した行政サービス(人的サー

ビスや補助金などの給付サービ

ス)にかかったコストと、税金な

どの収入の一年間分をまとめた

ものです。

費用では、人件費、扶助費

(児童・高齢者・身体障害者な

どの生活費等を助成する費用)、

減価償却費(時間の経過で老朽

化が進んで価値が減少したもの

を費用として処理)が高くなっ

ています。

収入では、経費の大半が一般

財源(市税など)で賄われている

ことが分かります。

当期純余剰(民間企業の損益

計算書でいう当期純利益(損失)

に当たるもの)は約11億円の損

失となっていますが、主な要因

として、減価償却費が約36億円

計上されていることが挙げられ

ます。

キャッシュ・フロー計算書を
見ると、一年間に、どれだけお
金が入り、どれだけお金が出て
いったかが分かります。
お金の出入りを、活動区分

(行政活動・投資活動・財務活
動)別に表示することで、それ
ぞれの活動における資金調達や
資金の使い方を明確にしていま
す。
一般的に、①の黒字幅(当市

は約24億円)が多いほど良いと
されています。また、②の赤字
分(当市は約30億円)は、①の黒
字分の範囲内であれば良いとさ
れていますが、当市では②の赤
字分の方が大きいため、③(資
金の借り入れなど)で賄ってい
ることが分かります。

費用の部�人件費�
物件費�
維持補修費�
扶助費�
補助費等�
普通建設事業費�
災害復旧事業費�
公債費�
投資及び出資金�
繰出金�
減価償却費�
退職給与引当金繰入額�
不納欠損額�
　　　　費用合計�

36億  1,165万円
20億  4,509万円
3億  1,237万円
31億  2,461万円
30億  1,888万円
1億  3,805万円

4,934万円
5億  9,291万円

1,459万円
23億  7,524万円
36億  8,909万円
2億  3,760万円

4,111万円

（構成比）
（19%）
（10%）
（１%）
（16%）
（15%）
（１%）
（１%）
（３%）
（１%）
（12%）
（19%）
（１%）
（１%）�

192億  5,053万円

収入の部�一般財源等�
国庫支出金�
県支出金�
使用料・手数料�
分担金・負担金�
財産収入�
繰入金�
諸収入�
　　　　収入合計�

当期純余剰�
国庫支出金取崩高�
県支出金取崩高�
当期一般財源等増加額�

前期繰越一般財源等�
当期末一般財源等�

144億  4,154万円
17億  2,698万円
7億  4,504万円
4億  6,531万円

9,298万円
2億  1,745万円
3億     375万円
1億  4,569万円

�
（80%）
（９%）
（４%）
（２%）
（１%）
（１%）
（２%）
（１%）

181億  3,874万円

△11億  1,179万円
4億  7,431万円
4億   800万円

△2億  2,948万円

321億  1,624万円
318億  8,676万円

行政活動によるキャッシュ・フロー�
一般的な行政サービスの収支の状況です。

収入計　　181億 617万円�
支出計　　156億4,557万円�
差　引　　 24億6,060万円�

�
�
…①�

投資活動によるキャッシュ・フロー�
公共施設の整備や積立・投資等の収支の状況です。

収入計　　 21億4,333万円�
支出計　　 51億5,547万円�
差　引　　△30億1,214万円�

�
�
…②�

財務活動によるキャッシュ・フロー�
資金の借入や返済などの資金調達に係る収支の状況です。

収入計　　 29億4,520万円�
支出計　　 23億6,540万円�
差　引　　  5億7,980万円�

�
�
…③�

…④＝①＋②＋③�合　計（歳計現金増減額）　　　　2,826万円�

歳計現金前年度末（前年度からの繰越金）　  4億8,905万円�
歳計現金今年度末（翌年度への繰越金）　  5億1,731万円�

…⑤�
…⑥＝④＋⑤�
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フォトニュース�フォトニュース�フォトニュース�
PHOTO NEWSこのコーナーでは、市内各地で行われるイベント

や市民の活動をご紹介します。皆さんの身近で行わ
れる楽しい催しなどありましたら、総務課広報広聴
係（149－3111内線258）までお知らせください。

大阪便が通年運行を再開しました
大阪便通年運行再開セレモニー(11月１日）

大
館
能
代
空
港
の
大
阪
便
は
、
昨
年
ま
で
冬
期

間
は
運
休
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
１
日
か
ら
通

年
運
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
祝
い
こ
の
日
、

乗
降
客
へ
の
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
機
長
へ
の
花

束
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
便
利

に
な
っ
た
大
館
能
代
空
港
。
関
西
方
面
か
ら
の
帰

郷
や
ご
旅
行
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資源循環に地域の技術を
エコタウンフェスタin大館・小坂(10月28日～30日）

エコタウンフェスタin大館・小坂は、「資源循環
型産業による新しい都市づくり」をテーマに10月
28日から30日まで開かれました。最終日には、小
坂町の康楽館で「環境シンポジウム」、市民文化会
館を会場に「響けY新生大館の声」と題したイベ
ントが行われ、閉幕しました。

地域への思いをたすきに込めて
第21回比内縦断駅伝大会(10月23日）

比内縦断駅伝大会が達子森野球場をスタートし比内体育
館をゴールとする８区間、18.1㎞のコースで行われました。
小雨の降る悪天候のレースとなりましたが、参加した17チ
ームの選手たちは、地域や仲間への思いを込めたたすきを
ゴールまでつなぎました。結果は、地域の部で笹館ファミ
リーが２年ぶりの王者に返り咲き、クラブの部では比内一
路が初の２連覇を達成しました。

花
矢
図
書
館
が
一
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン

花
矢
図
書
館
開
館
式(

11
月
１
日)

建
物
の
老
朽
化
か
ら
休
館
し
て
い
た
花
矢
図
書
館
で
す
が
、
花
岡
公
民
館

向
か
い
の
旧
Ｊ
Ａ
花
岡
営
業
支
店
を
改
築
し
、
こ
の
日
開
館
式
を
迎
え
ま
し

た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
近
く
の
花
岡
幼
稚
園
に
通
う
子
供
た
ち
が
早
速

訪
れ
、
学
習
図
鑑
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
か

ら
の
寄
付
も
受
け
て
オ
ー
プ
ン
し
た
花
矢
図
書
館
に
、「
地
域
の
書
斎
」
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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早口一分館で文化の祭典
早口一分館祭(11月12日、13日）

田
代
地
域
の
「
早
口
一
分
館
」
で
、
早
口
一
分
館
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
絵
や
写
真
な
ど
の
展
示
と
映
写
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
む
工
作
教
室(

写
真)

で
は
、

参
加
者
た
ち
が
先
生
の
手
元
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
作
品
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

第18回市民綱引き大会は、樹海体育館を会
場に、小学生男子４チーム、女子５チームが
参加して行われました。試合結果は、男子は
扇田とっと、女子は南小My Revolutionがそれ
ぞれ予選から負け無しで優勝を飾りました。
一般男子では、全県大会優勝の経験もある田
代ふるさとも登場。観戦している一般客との
交流戦も行われ、大いに会場を沸せていまし
た。

古
式
ゆ
か
し
く

平
安
の
音
色

雅
楽
の
夕
べ(

11
月
３
日
）

男
子
は
扇
田
小
、
女
子
は
南
小
が
優
勝

第
18
回
市
民
綱
引
き
大
会(

11
月
13
日
）

比
内
芸
術
文
化
協
会(

佐
藤
俊
雄
会

長)

の
文
化
の
日
特
別
事
業
と
し
て

「
雅
楽
の
夕
べ
」
が
、
比
内
福
祉
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
雅

楽
は
日
本
古
来
の
音
楽
や
舞
、
平
安
時

代
に
作
ら
れ
た
歌
曲
を
含
め
た
総
称

で
、
１
、
２
０
０
年
以
上
も
形
を
変
え

る
こ
と
無
く
受
け
継
が
れ
、
合
奏
音
楽

と
し
て
は
世
界
最
古
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
演
奏
し
て
く
れ
た
の
は
、
北
秋

雅
楽
会(

長
岡
博
司
会
長)

の
メ
ン
バ
ー

９
人
で
、
平
安
装
束
に
身
を
包
み
、
黒

田
節
の
原
曲
と
し
て
有
名
な
越え

天
楽

て
ん
ら
く

ほ

か
３
曲
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田代太鼓が
成人式を迎えました
田代太鼓振興会創立20周年記念式典(11月３日）

田
代
太
鼓
振
興
会(

佐
藤
友
司
会
長)

の

創
立
20
周
年
記
念
式
典
が
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー(

早
口)

で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
参

集
し
た
約
１
０
０
人
の
関
係
者
が
、
会
の

成
人
式
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
佐
藤
会
長
か
ら
功
労
者

の
佐
藤
弘
さ
ん
、
白
根
久
雄
さ
ん
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
同
振
興

会
の
子
供
太
鼓
や
出
席
し
た
団
体
の
共
演

も
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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R 7

R28
5285

R103103

☆
大
館
市
役
所比

内
総
合
支
所

田
代
総
合
支
所

R 7

R28
5

R103

☆

６

☆今回訪ねたのは
　　　　「大野地区」

今
年
は
例
年
よ
り
暖
か
く
、
冬
の
到
来
は
遅
い
か
も
…
と
思
っ
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
忘
れ
ず
白
い
冬
の
使
者
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
寒
さ
に
首
を
す
く
め
な
が
ら
も
、
山
す
そ
に
ま
だ
残
る
鮮
や
か
な
紅
葉
に
元
気
を
も
ら
っ

て
、
今
月
も
「
あ
っ
て
グ
ッ
ド
」
の
ス
タ
ー
ト
。

訪
れ
た
先
は
、
大
野
地
区
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
田
代
岳
と
早
口
ダ
ム
へ
の
分
か
れ
道
。
空
き
地
に
ク
ル
マ
を
乗
り

入
れ
る
と
甲
高
い
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
家
の
裏
側
で
何
や
ら
作
業
を
し
て
い
た
の
は
、
下
山

文
雄
さ
ん(

大
野)
と
奥
さ
ん
の
慧
子

け
い
こ

さ
ん
。
エ
ン
ジ
ン
音
の
正
体
は
、
な
ん
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。「
小
切

こ

ぎ

り
を
し
て

い
る
。
ス
ト
ー
ブ
の(

燃
料
の)

ま
き
だ
。
こ
の
辺
で
も
ま
き
ス
ト
ー
ブ
は
少
な
く
な
っ
た
な
」
と
文
雄
さ

ん
。「(

自
分
の)
山
か
ら
、
冬
の
間
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
そ
り
を
付
け
て
、
木
を
切
り
出
し
て
く
る
ん
だ
」。

ウ
ー
ム
、
か
な
り
の
重
労
働
で
は
？
「
手
は
掛
か
る
が
、
灯
油
を
買
う
よ
り
は
い
い
か
ら
」。
な
る
ほ
ど
。

で
も
、
今
の
時
代
、
ま
き
を
燃
料
に
す
る
方
が
か
え
っ
て
ぜ
い
た
く
な
の
か
も
。
し
か
も
、
ま
き
小
屋
は

２
棟
！
「
分
け
て
や
ろ
う
か
？(

笑)

」。
そ
ん
な
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
我
が
家
に
は
、
暖

炉
も
ま
き
ス
ト
ー
ブ
も
あ
り
ま
せ
ん
し
。

続
い
て
訪
ね
た
の
は
、
下
山
フ
サ
ヱ
さ
ん(

大
野)

。
庭
木
の
手
入
れ
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。「
今
年
は
ま
だ
寒
く
な
く
て
い
い
方
よ
。
雪
で(

枝
が)

折
れ

た
ら
い
け
な
い
か
ら
ね
」
と
、
ひ
も
な
ど
で
枝
を
釣
っ
た
り
束
ね
た
り
。「
息
子

と
二
人
暮
ら
し
だ
け
ど
、
こ
こ
は
、
若
い
人
が
出
て
行
く
か
ら
ネ
ー
。

昔
は
、
営
林
署
に
勤
め
る
人
が
多
く
い
た
ん
だ
け
ど
」
と
地
区
の
様
子
も
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
で
は
、
最
後
に
写
真
を
。「
写
真
？

エ
ッ
？

ダ
メ
ダ
メ
！

若
く
な
い
し

(

笑)

」。
し
ょ
ぼ
く
れ
て
い
る
と
、
照
れ
な
が
ら
も
Ｏ
Ｋ
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
入
っ
て
い
る
倉
庫
の
前
で
、
せ
っ
せ
と
大
根
を
洗
っ
て
い

る
の
は
、
高
坂
テ
ツ
さ
ん(

大
野)

。
冷
た
く
は
な
い
で
す
か
？

お
元
気
で

す
ね
？
「
元
気
だ
な
ん
て
。
神
経
痛
で
歩
く
の
が
大
変
な
の
よ
。
通
院
し
て
い
る

「アラー、恥ずかしい…」�
フサヱさん�

軒先には干し柿が…。

「ここは、老人が増える一方だ」
と文雄さん

塩漬け用の大根。ほかに
もたくさんありました
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も
の
」。
ず
い
ぶ
ん
と
た
く
さ
ん
の
大
根
の
山
。「
今
年
は
、
取
れ
過
ぎ
た
み
た
い
。
こ
れ
は
こ

の
ま
ま
塩
漬
け
に
す
る
の
。
若
い
人
な
ら
干
し
て
か
ら
漬
け
る
パ
リ
パ
リ
し
た
の
が
い
い
ん
で

し
ょ
う
け
ど
…
」。
フ
ー
ム
、
干
さ
な
い
と
柔
ら
か
く
食
べ
ら
れ
る
ん
だ
。
他
に
は
小
豆
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
シ
シ
ト
ウ
を
作
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
こ

こ
は
雪
が
多
い
け
ど
、
昔
は
も
っ
と
多
か
っ
た
。
玄
関
に
入
る

の
に
、
逆
さ
に
な
っ
て
入
っ
て
い
っ
た
も
の
よ(

笑)

」。
昔
の

苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

赤
い
ト
ラ
ク
タ
ー
で
帰
っ
て
き
た
の
は
、
藤
澤
勇

い
さ
み

さ
ん(

大

野)

。「
畑
か
ら
帰
っ
て
き
た
ん
だ
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

ビ
ニ
ー
ル
を
取
り
外
し
て
き
た
」。
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
何
を
？
「
シ
シ
ト
ウ
だ
。
前
は
露
地
で

作
っ
て
い
た
ん
だ
。
露
地
だ
と
９
月
頃
で
取
れ
な
く
な
る
が
、
ハ
ウ
ス
だ
と
11
月
10
日
頃
ま
で
取
れ
る
」
と
勇
さ
ん
。「
今
年

は
な
ぜ
か
、
シ
シ
ト
ウ
が
安
い
」
と
不
満
げ
。
ご
家
族
は
４
人
。
息
子
さ
ん
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

玄
関
先
で
掃
除
を
し
て
い
る
か
た
を
発
見
！

早
速
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
が
、
「
ア
ラ
ラ
、
私
で
な
く
て
…
、
お
父
さ
ん
！

お
父
さ
ん
っ
て
ば
！
」。
や
や
面
食
ら
い
な
が
ら
も
、
着
替
え
て
出
て
き
て
く
れ
た
の
は
、
藤
澤
兵
作

ひ
ょ
う
さ
く

さ
ん(

大
野)

。
だ

ん
な
さ
ん
を
引
っ
張
り
出
し
て
く
れ
た
の
は
、
奥
さ
ん
の
エ
ツ
子
さ
ん
。
兵
作
さ
ん
は
、

以
前
は
町
内
会
長
を
し
て
い
た
か
た
。「
こ
の
地
区
は
、
昔
、
営
林
署
で
働
く
人
が
多
く

い
て
、
60
世
帯
を
超
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
今
は
38
世
帯
か
な
。
森
林
軌
道
が
あ
っ

て
、
買
い
物
や
病
人
を
運
ぶ
に
も
よ
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
」。
兵
作
さ
ん
自
身
、

45
年
間
営
林
署
に
勤
め
た
そ
う
で
す
。「
天
杉

て
ん
す
ぎ(

天
然
杉)

は
、
昭
和
45
年
辺
り
が
、
最
盛

期
で
あ
っ
た
な
。
そ
の
後
は
、
水
源
涵
養

か
ん
よ
う

保
安
林
だ
け
が
残
っ
た
」。
水
源
涵
養
保
安
林
？

「
当
時
は
、
蒸
気
機
関
車
だ
っ
た
か
ら
、
機
関
車
に
使
う
水
の
確
保
の
た
め
だ
よ
。
陣
場

に
も
残
っ
て
い
る
」。
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
県
外
に
暮
ら
す
二
人
の
息
子
さ
ん
に
話

が
及
ぶ
と
、「
今
年
も
お
盆
に
来
た
よ
、
孫
を
連
れ
て
。
み
ん
な
集
ま
る
と
９
人
に
も
な

る
。
大
騒
ぎ
だ
」。
に
こ
や
か
な
二
人
の
目
が
、
よ
り
一
層
細
く
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

寒
空
で
の
取
材
で
し
た
が
、
親
切
で
優
し
い
大
野
地
区
の

人
達
に
触
れ
、
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

で
は
、
次
回
も
あ
っ
て
グ
ッ
ド
！

Q「市政に望むことは？」�
A「ここは雪が多いから除雪�
　　をしっかりしてほしい」�
　　　　　　　　と勇さん�

兵作さん�
「家に入っていったら？」�
エツ子さん�
「お茶でも飲んでいって」。�

（H17.11.1現在）

これまでの
登場者数 77人

84,635人

田代岳が間近

「昔は雪が多かった。今は除雪車が
来てくれる」とテツさん。



今
回
は
、
私
の
住
む(

比
内)

独
鈷

地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
独
鈷
囃

子
」
の
保
存
、
伝
承
に
取
り
組
む

皆
さ
ん
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

独
鈷
囃
子
は
、
毎
年
独
鈷
大
日

神
社
の
宵
宮
祭
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
何
度
も

廃す
た

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
住
民
の
手
で
受
け
継

が
れ
、
昨
年
か
ら
は
待
望
の
山
車

(

だ
し)

の
運
行
も
再
開
さ
れ
ま
し

た
。私

た
ち
の
地
域
が
誇
る
伝
統
文
化

で
あ
る
「
独
鈷
囃
子
」
を
紹
介
し
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
姿
を
中

心
に
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

初
代
城
主
の

「
剣
舞
」
が
ル
ー
ツ

浅
利
則
頼
の
り
よ
り

公
が
甲
斐
の
国(

今
の

山
梨
県)

か
ら
こ
の
地
に
移
り
独
鈷

城
を
築
い
た
の
は
天
文
７(

１
５
３

８)

年
７
月
と
言
い
ま
す
か
ら
、
今

か
ら
４
６
７
年
も
前
に
な
り
ま
す
。

築
城
を
祝
う
酒
宴
の
と
き
に
、
城
主

自
ら
剣
を
振
る
っ
て
舞
い
踊
り
、
城

内
の
婦
女
子
に
も
銀
扇
ぎ
ん
せ
ん

を
与
え
て
踊

ら
せ
た
の
が
、
独
鈷
囃
子
の
中
心
で

あ
る
「
剣け
ん

囃
子
」
の
発
端
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
浅
利
氏
の
滅
亡
と
と
も

に
、
踊
り
も
廃す
た

れ
た
か
に
思
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
独
鈷
郷
中

ご
う
ち
ゅ
う
で
さ
さ
や

か
に
平
和
と
繁
栄
を
願
う
踊
り
と
し

て
伝
え
ら
れ
、
安
政
年
間(

１
８
５

４
〜
１
８
６
０)

に
は
青
年
団
な
ど

周
辺
村
内
の
若
者
の
手
で
独
鈷
囃
子

と
し
て
復
活
し
、
大
日
神
社
の
祭
典

(

旧
暦
５
月
28
日)

に
奉
納
が
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

比
内
初
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た

戦
後
も
独
青
団

ど
く
せ
い
だ
ん(

地
元
青
年
団)

に

よ
っ
て
山
車
の
運
行
な
ど
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
若
い
世
代
の
減
少

と
と
も
に
活
動
が
難
し
く
な
り
、
独

鈷
囃
子
の
伝
承
は
地
元
の
民
謡
愛
好

団
体(

東
民
謡
研
究
会)

の
努
力
に
よ

り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
56
年
、
大
日
神
社
の
隣
に
民

舞
伝
習
館
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

地
元
の
伝
統
文
化
で
あ
る
独
鈷
囃
子

を
伝
承
す
る
機
運
が
改
め
て
盛
り
上

が
り
は
じ
め
ま
し
た
。
昭
和
59
年
８

月
に
は
、
保
存
団
体
の
名
称
を
「
独

鈷
囃
子
保
存
会
」
と
命
名
し
、
伝
統

文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
活
動
を

毎
年
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

長
い
活
動
の
成
果
が
実
り
、
平
成

12
年
12
月
に
は
、
比
内
町
と
し
て
は

初
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定

を
受
け
、
そ
の
後
も
独
鈷
囃
子
を
守

り
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

復
活
し
た
山
車

か
つ
て
の
独
鈷
囃
子
は
、
踊
り
手

も
笛
や
太
鼓
と
と
も
に
歩
き
な
が

ら
、
町
内
を
練
り
歩
く
形
が
原
形
で

し
た
が
、
時
代
の
流
れ
で
踊
り
手
も

囃
子
方
も
山
車
に
乗
る
形
に
変
わ
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
手
で
引
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―
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
―

だ
　
し

け
ん

ぶ



い
て
運
行
し
た
山
車
も
、
若
者
が
少

な
く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
運
行
が

出
来
な
く
な
り
、
い
つ
し
か
神
社
に

奉
納
す
る
の
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

長
い
間
出
番
が
な
く
な
っ
て
い
た

山
車
で
す
が
、
昨
年
、
25
年
ぶ
り
に

復
活
し
、
地
域
住
民
の
顔
に
懐
か
し

い
笑
顔
が
戻
り
ま
し
た
。
動
力
は
人

の
手
か
ら
機
械
に
変
わ
り
ま
し
た

が
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
『
ヨ
ー
イ
･

ヨ
イ
、
ソ
レ

イ
ヤ
サ
カ
サ
ッ
サ
ー
』

の
掛
け
声
が
地
域
内
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

独
鈷
囃
子
の
構
成

独
鈷
囃
子
は
、
四
つ
の
お
囃
子
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
せ
囃
子
／
出
発
す
る
と
き
の
お
囃

子
。
笛
の
吹
き
手
に
任
さ
れ
た
旋

律
に
、
太
鼓
の
打
ち
手
が
呼
応

し
、
次
第
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

本
囃
子
／
移
動
の
と
き
の
お
囃
子
。

リ
ズ
ム
が
ス
ロ
ー
に
な
り
、
ゆ
っ

く
り
と
動
く
山
車
の
上
で
艶あ
で

や
か

に
踊
り
ま
す
。

剣
囃
子
／
要
所
ご
と
に
山
車
が
停
止

し
て
、
独
鈷
城
主
ゆ
か
り
の
踊
り

を
披
露
し
ま
す
。

帰
り
や
ま
／
最
後
に
帰
る
と
き
の
お

囃
子
。
軽
快
な
お
囃
子
で
、
山
車

の
運
行
の
最
後
を
飾
り
ま
す
。

民
謡
と
二
人
三
脚
で

伝
え
る
独
鈷
囃
子

現
在
の
独
鈷
囃
子
保
存
会
は
、
高

橋
貫
治
会
長
を
は
じ
め
40
人
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、
比

内
民
謡
同
好
会
に
も
所
属
し
、
木
曜

日
は
公
民
館
で
民
謡
の
け
い
こ
に
精

進
し
、
火
曜
日
は
民
舞
伝
習
館
で
独

鈷
囃
子
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

無
形
文
化
財
で
あ
る
独
鈷
囃
子
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
子
供
た

ち
の
参
加
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
保
存

会
で
は
、
毎
年
、
地
域
を
問
わ
ず
小

さ
な
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ
、
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
た

ち
が
、
民
謡
も
始
め
る
こ
と
も
多
く
、

毎
年
の
よ
う
に
民
謡
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
す
る
子
供
た
ち
が
育
っ
て

い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
は
、
民
謡
も
ま
た
地

域
の
文
化
と
し
て
、
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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大日神社の伝説
伝説によれば、大日堂は第26代
継体
けいたい

天皇の勅願
ちょくがん

により西暦523年に
創建されたといわれています。か
つて名僧行基

ぎょうき

が１本の桂材で３体
の大日

だいにち

如来
にょらい

像を作り独鈷、小豆
あ ず き

沢
さわ

、
長牛
な ご し

の大日堂に安置したと言われ
ますが、現存するのは独鈷だけと
なりました。
ダンブリ長者物語は独鈷に生ま

れ育ったといわれるトク子から始
まり、３つの大日堂はこの物語の
舞台としてもつながっています。

浅利氏と大日神社
この地方が広く比内と称された

時代、浅利氏はこの地の領主でし
た。独鈷大日神社の立つ小高い台
地は、浅利氏が独鈷城を築いた地
であり、独鈷大日神社は浅利氏の
祈願所でもありました。

地域の人たちが待っていた山車の運行地域の人たちが待っていた山車の運行�

女の子たちは踊りの練習�

男の子たちは太鼓を練習�

地域の人たちが待っていた山車の運行�

今
年
は
、
保
存
会
に
保
育
園
児
か

ら
小
学
５
年
生
ま
で
12
人
の
新
人
が

入
り
ま
し
た
。
初
舞
台
に
向
け
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
い
る
皆
さ

ん
に
お
話
し
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

独
鈷
囃
子
は
、
難
し
い
？

・
難
し
く
な
い
よ
。
カ
ン
タ
ン
、
簡

単
で
〜
す
（
ホ
ン
ト
か
な
）。

練
習
は
楽
し
い
で
す
か
？

・
楽
し
〜
い
。
け
ど
、
怒
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
踊
る
の
が
楽
し
い
。

ど
ん
な
と
き
に
怒
ら
れ
る
の
？

・
ワ
オ
ー
と
か
言
う
と
怒
ら
れ
る
。

先
生
は
怖
い
で
す
か
？

・
踊
り
の
先
生
は
怖
く
な
い
。
太
鼓

の
先
生
は
怖
い
ー
。

い
つ
が
初
舞
台
？

大
丈
夫
？

・
11
月
６
日
、
文
化
祭
が
初
舞
台
で

ー
す
。
大
丈
夫
！

頑
張
る
か
ら
。

失
敗
す
る
か
も
ー
。

独
鈷
囃
子
の
ど
こ
が
好
き
？

・
太
鼓
ー
（
女
の
子
も
）、
踊
り
ー
、

唄
ー
（
バ
ラ
バ
ラ
）。

大
き
く
な
っ
て
も
、
続
け
ま
す
か
？

・
続
け
ま
ー
す
（
全
員
大
き
な
声
）。

男
の
子
た
ち
は
、
太
鼓
を
や
る
の
？

・
三
味
線
も
や
っ
て
み
た
い
け
ど
、

難
し
い
か
ら
。
ま
ず
は
太
鼓
を
ち

ゃ
ん
と
覚
え
て
、
将
来
は
や
っ
て

み
た
い
で
す
（
エ
ラ
イ
！
）。

（
お
母
さ
ん
に
）
子
供
た
ち
は
自
分
か

ら
進
ん
で
来
て
い
る
ん
で
す
か
？

・
子
供
た
ち
が
張
り
切
っ
て
来
る
の

で
、
引
っ
張
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
。

・
衣
装
と
か
も
あ
る
の
で
大
変
だ
け

ど
、
楽
し
い
で
す
。

み
ん
な
近
所
の
か
た
で
す
か
？

・
独
鈷
周
辺
に
限
ら
ず
、
大
館
地
域

な
ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
来

て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
先
生
や
先
輩
の
背

中
を
見
な
が
ら
、
と
っ
て
も
自
然
な

感
じ
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

練
習
中
の
子
供
た
ち
か
ら
お
話
し
を
聞
い
て
み
ま
し
た

地域の人たちが待っていた山車の運行�

女の子たちは踊りの練習女の子たちは踊りの練習�

男の子たちは太鼓を練習�

女の子たちは踊りの練習�

地域の人たちが待っていた山車の運行�

女の子たちは踊りの練習�

男の子たちは太鼓を練習男の子たちは太鼓を練習�男の子たちは太鼓を練習�



比
内
芸
術
文
化
祭
の
２
日
目
（
11

月
６
日
）、
初
舞
台
を
迎
え
た
小
さ

い
子
た
ち
も
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
を
リ
ー
ド
し
た

り
、
民
謡
の
お
囃
子
や
掛
け
声
、
ソ

ロ
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
こ
な
し
て
い

る
若
い
出
演
者
た
ち
も
い
ま
す
。
彼

(

女)

ら
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
独
鈷

囃
子
を
続
け
て
い
て
、
民
謡
で
も
小

学
生
の
こ
ろ
か
ら
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
勝
を
重
ね
て
来
た
実
力
者
ば
か

り
。
小
さ
な
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

頼
れ
る
先
生
で
あ
り
、
ま
ぶ
し
い
憧

あ
こ
が

れ
の
存
在
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
ん
な
彼(

女)

ら
に
と
っ
て
、
独

鈷
囃
子
は
ど
ん
な
存
在
な
の
で
し
ょ

う
か
。
出
演
を
終
え
た
皆
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

何
歳
く
ら
い
か
ら
や
っ
て
ま
す
か
？

高
橋
／
独
鈷
囃
子
は
、
小
学
２
年
か

ら
中
学
ま
で
。
同
じ
こ
ろ
か
ら
始

め
た
民
謡
は
続
け
て
い
ま
す
。

嶋
田
／
独
鈷
囃
子
は
楽
器
の
担
当

で
、
中
学
ま
で
で
や
め
ま
し
た
が
、

民
謡
は
続
け
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

活
動
が
忙
し
く
な
っ
て
、
や
め
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

乳
井
／
独
鈷
囃
子
は(

お
父
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て)
３
歳
く
ら
い
か
ら

始
め
ま
し
た
。
民
謡
は
、
小
学
４

年
か
ら
で
す
。

佐
々
木
／
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

３
歳
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。
太

鼓
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

仲
澤
／
ど
ち
ら
も
小
学
４
年
く
ら
い

か
ら
高
校
３
年
ま
で
（
就
職
で
上

京
し
た
た
め
）
で
す
。
そ
の
後
帰

郷
し
て
ま
た
始
め
た
ん
で
す
。

小
さ
い
子
た
ち
が
、
皆
さ
ん
の
背
中

を
見
て
励
ん
で
い
る
よ
う
で
す
ね
。

皆
さ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
も
可
愛
が
っ

て
く
れ
た
先
輩
た
ち
が
い
ま
し
た
か

う
ー
ん
、
確
か
に
い
た
と
思
う
ん

で
す
が
、
今
は
ど
こ
に
い
る
の
か
な
。

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
、
ほ
か
の
ジ
ャ
ン

ル
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま
す
か
？

お
友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
歌
を
歌
い

ま
す
。
民
謡
を
特
別
に
考
え
る
こ
と

も
な
い
し
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
の
違

い
と
か
を
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
で

す
ね
。

そ
ん
な
と
き
に
、
民
謡
っ
ぽ
い
声
が

出
て
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

若
干
あ
る
か
な
ー
？
　
分
か
ら
な

い
な
あ
。
で
も
ま
わ
り
か
ら
は
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る(

笑
）。

独
鈷
囃
子
の
山
車
、
民
謡
の
ス
テ
ー

ジ
で
違
い
が
あ
り
ま
す
か
？

特
別
に
独
鈷
囃
子
だ
か
ら
、
民
謡

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
区
別
す
る
こ

と
は
な
い
で
す
ね
。
ど
ち
ら
も
同
じ

延
長
線
に
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
み
て
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

高
橋
／
今
は
学
生
で
、
秋
田
市
の
住

宅
が
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
い

る
の
で
、
こ
っ
ち
に
帰
っ
て
く
る

と
安
心
感
が
あ
る
と
言
う
か
、
ほ

っ
と
し
ま
す
ね
。

後
輩
た
ち
に
、
何
か
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

仲
澤
／
友
達
と
一
緒
に
、
た
く
さ
ん

楽
し
ん
で
続
け
て
く
れ
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
／
あ
る
程
度
の
年
数
続
け
て

も
や
め
て
い
く
人
が
多
い
。
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
っ
て
も
、
ぜ
ひ
再
開
し

て
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

普
段
は
、
小
さ
い
子
し
か
い
な

い
の
で
、
若
い
仲
間
も
欲
し
い
で

す
ね
。
人
数
が
い
る
と
太
鼓
の
音

や
迫
力
も
違
う
と
思
い
ま
す
。

（
太
鼓
の
ほ
か
に
何
か
や
っ
て
み

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。）

今
は
太
鼓
だ
け
、
太
鼓
を
極
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
井
／
中
学
に
入
る
と
部
活
が
忙
し

く
な
っ
て
み
ん
な
や
め
て
い
っ
て

し
ま
う
け
れ
ど
も
、
気
分
転
換
に

で
も
良
い
の
で
、（
毎
回
で
な
く

て
も
い
い
か
ら
）
と
き
ど
き
来
て

参
加
し
て
欲
し
い
で
す
。

嶋
田
／
や
っ
ぱ
り
部
活
が
始
ま
る
と

両
立
が
難
し
く
片
方
が
ダ
メ
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
。

で
も
三
味
線
を
や
る
よ
う
に
な

っ
て
民
謡
に
も
ま
た
力
が
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ

と
に
興
味
を
持
っ
て
続
け
て
欲
し

い
で
す
。

高
橋
／
最
初
は
声
を
出
す
と
い
う
こ

と
が
楽
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
民
謡

の
良
さ
と
か
、
踊
っ
て
い
る
良
さ

が
分
か
る
と
思
う
の
で
、
ず
っ
と

続
け
て
欲
し
い
で
す
。

「
皆
さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
若
い
で
す
が
、

結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
子
供
た
ち
に
も
こ
の
伝
統
を
伝
え

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
思
わ
ず
言

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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ひさひさ み

あ い

よし の

あや か

仲澤 寿美さん仲澤 寿美さん(独鈷)
一度ふるさとを離れると、また一度ふるさとを離れると、また
特別な思いがありますね。特別な思いがありますね。

佐々木遼二さん(前田野)
今は太鼓だけ、太鼓を極めるぐ
らいの気持ちでやります。

高橋 歩惟さん(向田)
続けていると、民謡も踊りも良
さが分かると思います。

嶋田 礼花さん( 沢 )
三味線をはじめて、また民謡に
力が入るようになりました。

仲澤 寿美さん(独鈷)
一度ふるさとを離れると、また
特別な思いがありますね。

乳井 理乃さん(独鈷)
ときどきでも、参加してくださ
い。気分転換にもなりますよ。
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りょうじりょうじりょうじ

ひさ み

あ い

よし の

あや か

仲澤 寿美さん(独鈷)
一度ふるさとを離れると、また
特別な思いがありますね。

佐々木遼二さん(前田野)
今は太鼓だけ、太鼓を極めるぐ
らいの気持ちでやります。

高橋 歩惟さん高橋 歩惟さん(向田)
続けていると、民謡も踊りも良続けていると、民謡も踊りも良
さが分かると思います。さが分かると思います。

嶋田 礼花さん( 沢 )
三味線をはじめて、また民謡に
力が入るようになりました。

高橋 歩惟さん(向田)
続けていると、民謡も踊りも良
さが分かると思います。

乳井 理乃さん(独鈷)
ときどきでも、参加してくださ
い。気分転換にもなりますよ。
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高橋 歩惟さん(向田)
続けていると、民謡も踊りも良
さが分かると思います。

嶋田 礼花さん嶋田 礼花さん( 沢 )
三味線をはじめて、また民謡に三味線をはじめて、また民謡に
力が入るようになりました。力が入るようになりました。

乳井 理乃さん(独鈷)
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い。気分転換にもなりますよ。

嶋田 礼花さん( 沢 )
三味線をはじめて、また民謡に
力が入るようになりました。
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伝
え
た
い
も
の
は
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

独
鈷
囃
子
の
伝
承
は
、
ふ
る
さ
と

そ
の
も
の
を
伝
え
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

独
鈷
囃
子
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る

浅
利
氏
、
独
鈷
大
日
神
社
の
伝
説
と

ダ
ン
ブ
リ
長
者
物
語
、
こ
れ
ら
の
舞

台
と
な
っ
て
い
る
こ
の
土
地
に
暮
ら

し
て
来
た
祖
先
た
ち
が
、
私
た
ち
に

伝
え
て
来
た
の
が
「
独
鈷
囃
子
」
で

す
。
決
し
て
独
鈷
囃
子
の
姿
や
形
の

み
が
伝
わ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
す
べ
て
が
「
我
が
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
伝
わ
っ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。で

も
、
子
供
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

自
然
に
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
後
継
者
と
し
て
立
派
に
育

っ
た
若
者
た
ち
に
も
、
師
匠
や
応
援

す
る
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

独
鈷
囃
子
を
経
験
し
た
子
供
た
ち

が
大
き
く
な
っ
て
、
い
つ
か
こ
の
地

を
離
れ
た
と
し
て
も
、
い
つ
で
も
心

に
ふ
る
さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
か
必
ず
帰
っ
て
来

て
、
独
鈷
囃
子
の
輪
の
中
に
戻
っ
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度

お
い
で
く
だ
さ
い

浅
利
氏
の
歴
史
は
、
広
く
新
大
館

市
に
も
関
係
が
深
く
、
郷
土
博
物
館

に
も
関
係
す
る
様
々
な
展
示
が
あ
る

よ
う
で
す
。

独
鈷
大
日
神
社
の
隣
に
あ
る
「
民

舞
伝
習
館
」
に
は
、
独
鈷
大
日
神
社

の
伝
説
に
関
係
す
る
も
の
や
、
浅
利

氏
ゆ
か
り
の
品
々
も
展
示
公
開
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
に
は
史
跡
散
歩
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
一
度
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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活動の拠点が無かった時代
私が独鈷囃子に関わるようになっ
たのは昭和30年代後半からでしょう
か。仲間と好きな民謡をやりながら
独鈷囃子もやってきました。けいこ
はもっぱら夜なので、音に対する苦
情が多く、特に太鼓は響くので嫌わ
れました。だから練習場は、川沿い
の建物や青年団の会館、コミュニテ
ィセンターなど、何年も場所を転々
としました。
その後、民舞伝習館が出来て、こ
の場所に落ち着きました。初めて伝
承の拠点が出来たと感じました。
子供がとても少ない時期もあった
今年は、保存会に入ってきてくれ
た子が比較的多いですが、３人ぐら
いまで減った時期もあって、「この
先どうなるのかな」と心配しまし
た。小学生のころはみんな来てくれ

ますが、中学生になると部活動が忙
しくなるのでやめる子が多くなりま
す。それでも毎年毎年、小さい子た
ちに独鈷囃子を教えて20年以上にな
りました。
そうしているうちに高校生や社会
人になって再び戻ってくる子もい
て、再び本格的に民謡をやったり、
スタッフとして我々に協力してくれ
たりするようになりました。何年も
続けてきたので、やっと次の世代に
つながったのではないでしょうか。
好きだから続けられた
子供たちが民謡をやるようになっ
たのは、独鈷囃子のけいこを続けて
いたある日、１人の子が「民謡も教
えてくれないかな」と言ったことが
始まりでした。民謡も本格的に練習
をするとなると時間が足りなくなる
ので、学校に子供を迎えに行った車
の中でカラオケをバックに車内で練
習させながら帰ってきたなんていう
こともしょっちゅうでした。
今まで続けてこれたのは、独鈷囃
子や民謡、そして子供たちが大好き

だということが第１ですね。そして
私の妻の協力も大きかったです。
芸事の世界では師弟関係が大変厳
しいですが、今の子供たちにそんな
関係を求めても無理です。粘り強
く、長い目で見る必要があります。
次世代に伝える指導者に期待する
私は唄が主ですが、踊り、太鼓、

三味線、笛などそれぞれ指導者がい
て、みんな一生懸命です。若い世代
がこうやって後継者として育ってき
たことを、みんな喜んでいます。彼
らは、私たちが伝えてきたことを、
きっと次の世代に伝えてくれるでし
ょう。これからは社会に出て仕事を
することはもちろんですが、同時に
独鈷囃子や民謡を指導する後継者に
なって欲しいし、なってくれると信
じています。
私もそろそろ年なので、出来れば
独鈷囃子保存会の代表は次の世代に
渡さなければならないと考えていま
す。でも、民謡もお囃子も好きなの
で、一生離れることはないでしょう
ね（笑）。

私たちが伝えて来たことを
次の世代に伝えて欲しい

独鈷囃子保存会会長　高橋　貫
かん

治
じ

さん（向田）

※
民
舞
伝
習
館
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
1
56
―
２
３
１
２
ま
で

扇田駅�

達子森�

独鈷�

至 二井田�

至 西館�

至 大館市街�

至 十和田IC

至 大滝温泉�

至 大館能代空港�至 

大
堤
・
鹿
角�

●
比
内
中� ●比内●比内�

総合支所総合支所�
●比内�
総合支所� 扇田小�

●�

●
消
防�

比
内
分
署�

●
大
沢
資
料
館�

●
公
民
館�

　
体
育
セ
ン
タ
ー�

大
日
神
社�

GS

GS

GS

民
舞�

伝
習
館�

国道103号�

国
道
２
８
５
号�

独
鈷
囃
子
の
ペ
ナ
ン
ト
に
は
浅
利
氏

の
紋（
丸
の
中
の
み
）が
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。



市
で
は
、
臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
職

員
な
ど
を
採
用
す
る
際
、
名
簿
の
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
の
中
か
ら
、
必

要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

18
年
４
月
か
ら
の
、
市
の
臨
時
職

員
な
ど
に
採
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

な
お
、
正
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た

場
合
な
ど
に
採
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

登
録
さ
れ
た
か
た
が
必
ず
採
用
と
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
各
職
種
と
も
、
昭
和
16
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
か
た
に
限
り
ま

す
。
勤
務
は
、
１
日
５
・
５
時
間

か
ら
８
時
間
、
１
カ
月
か
ら
最
長

12
カ
月
の
期
間
で
す
。

※
臨
時
職
員
の
登
録
期
間
は
１
年
間

と
な
り
ま
す
。
今
年
度
の
登
録
を

さ
れ
た
か
た
で
、
18
年
度
も
登
録
を

希
望
す
る
場
合
は
、登
録
継
続
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
請
が

な
い
場
合
は
、
18
年
度
は
登
録
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

登
録
申
込
書

登
録
申
込
書
等
は
、
12
月
19
日

(

月)

か
ら
職
員
課(

市
役
所
２

階)

、
比
内
総
合
支
所
総
務
課
、

田
代
総
合
支
所
総
務
課
で
差
し
上

げ
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求
は
、
あ

て
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
、

１
２
０
円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用

の
角
型
Ａ
４
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
と
期
間

登
録
の
手
続
き
は
、
職
員
課
で
行

い
ま
す
。
受
付
期
間
は
、
平
成
18

年
１
月
４
日(

水)

か
ら
１
月
20
日

(

金)

ま
で
の
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
で
す
。

※
な
お
、
土
・
日
曜
日
と
、
祝
日

は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
郵
送
の

場
合
は
、
１
月
20
日(

金)

の
消
印

の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
20
番
地

大
館
市
役
所
職
員
課(

内
線
２
７
９)

市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物

・
民
間
の
建
物

・
昭
和
30
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
に

建
設
さ
れ
た
建
物

・
室
内
ま
た
は
屋
外
に
露
出
し
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
し
て
い
る
疑

い
の
あ
る
建
材
が
吹
き
付
け
ら
れ

て
い
る
建
物

・
平
成
17
年
７
月
１
日
以
降
に
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
を
実
施
し
た
建
物

申
し
込
み
方
法

申
請
書
に
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
用

の
領
収
書
、
測
定
結
果
書(

写
し)

、

検
査
個
所
の
現
場
写
真
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
に

あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

助
成
額

２
万
円
も
し
く
は
測
定
費
用
の
３

分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
。

締
め
切
り
・
12
月
22
日(

木)

※
助
成
は
、
１
建
築
物
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。
ま
た
、
測
定
結
果
書

は
、
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
た

開
示
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、
行

政
文
書
と
し
て
開
示
さ
れ
ま
す
。

生
活
環
境
課(

内
線
２
０
４)

申
・
問

市
役
所

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所

３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所

１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１

３
３
１
１�

54

55

49

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１�

54

55

49
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募 集 職 種� 資　　　格　　　要　　　件�

一般事務員・�

学校用務員�

�
運　転　手�

医療レセプト�

点検専門員�

�
保　育　士�

�

栄　養　士�

�

福祉相談員�

�

児童厚生員�

�

�
図書館司書�

�

給食調理員�

�

看　護　師�

�

�
臨床検査技師�

�

歯科衛生士�

�

医 療 助 手�

�
必要な資格はありません�

�

普通運転免許を有するかた�

�

レセプト事務の経験が１年以上あるかた�

保育士の資格を有するかた(平成18年３月までに

資格を取得見込みのかたも可)�

栄養士の資格を有するかた(平成18年３月までに

資格を取得見込みのかたも可)�

社会福祉士、社会福祉主事のいずれかの資格を有

するかた�

児童厚生員、保育士、幼稚園教諭、小学校等の教諭

のいずれかの資格を有するかた(児童福祉施設の

職員を養成する学校などを卒業したかたも可)�

�
図書館司書の資格を有するかた�

調理師の資格を有するかた(学校給食調理の経験

があるかたも可)�

保健師、看護師、准看護師のいずれかの資格を有

するかた(平成18年３月までに資格を取得見込み

のかたも可)�

臨床検査技師の資格を有するかた(平成18年３月

までに資格を取得見込みのかたも可)�

歯科衛生士の資格を有するかた(平成18年３月ま

でに資格を取得見込みのかたも可)�

�
必要な資格はありません�

登録を募集する職種など�

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す



著 者�図 書 名�
インターネットの法律相談�
新聞がなくなる日�
また逢いましょう�
沖縄手づくり紀行�
未知なる家族�
分数ができない大学生�
優しいベビーニット�
知　床�
零度の犬�
ハルとナツ�
東京DOLL�
風の盆幻想�
摘　出�
アッコちゃんの時代�
東京奇譚集�
東京タワー�
遠い音�
患者の言い分�
ララピポ�
クジラ�
星のふるよる�
たまごねえちゃん�
ぱくっ�
そらをみよう�

牧　野　和　夫�
歌　川　令　三�
瀬戸内　寂　聴�
森　南　海　子�
日本経済新聞社編�
岡　部　恒治編　�
日本ヴォーグ社�
佐　藤　孝　人�
建　畠　　　哲　�
橋　田　寿賀子　�
石　田　衣　良�
内　田　康　夫�
霧　村　悠　康�
林　　　真理子�
村　上　春　樹�
リリー　フランキー�
フランシス　イタ二�
山　内　喜美子�
奥　田　英　朗�
水　口　博　也�
長　崎　夏　海�
あきやまただし�
せ　き　ゆうこ�
谷　内　こうた�

新

着

一

般

書

�

新
着
児
童
書�
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●比内図書館 牲55－1263
開 館 時 間 ９時～17時
12月の休館日 ５日(月)・12日(月)・19日(月)・23日(金)・26日(月)・29日(木)～31日(土)

●花矢図書館 牲46－1557
開 館 時 間 平日９時～17時　土曜９時～12時
12月の休館日 ４日(日)・11日(日)・18日(日)・23日(金)・25日(日)・29日(木)～31日(土)
※花矢図書館では、「よみきかせボランティア」を募集しています。

●中央図書館 牲42－2525
開　館　時　間・９時30分～17時15分
12月の休館日・11日(日)・22日(木)・23日(金)・29日(木)～31日(土)

12月のテーマ図書・『レクイエム展』
母と子の絵本を楽しむ会・２日(金) 10時30分

16日(金) 10時30分

司書のおすすめ 『地球のまわる音を聞きながら』
原　水音（はら　みお）

都会志向の著者が、電気、ガス、水道もない大自然
の中で赤ちゃんを生み育てる。
命の原点と自分の生き方に出会った女性の物語です。

●田代図書館 牲54－6917
開 館 時 間 平日９時～19時　土・日９時～17時
12月の休館日 ５日(月)・12日(月)・19日(月)・23日(金)・26日(月)・29日(木)～31日(土)

市
で
は
、
新
た
に
横
岩
、
大
道
下

地
区
へ
給
水
す
る
た
め
、
川
口
増
圧

ポ
ン
プ
場
と
配
水
管
を
整
備
し
ま

す
。工

事
期
間
中
は
、
交
通
規
制
や
騒

音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
個
所

川
口
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
西
側

工
事
期
間

12
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
末

水
道
課
1
55
―
１
２
９
８

問

川
口
増
圧
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

認
可
保
育
園
児
・
大
　
保
育
所
園
児

募
集有 浦 保 育 園

エンジェル保育園

扇 田 保 育 園

大館乳児保育園

釈 迦 内 保 育 園

十 二 所 保 育 園

城 南 保 育 園

た し ろ 保 育 園

西 館 保 育 園

東 館 保 育 園

大 堤 保 育 所

６カ月～就学前

３カ月～２歳児

２カ月～就学前

２カ月～２歳児

６カ月～就学前

６カ月～就学前

６カ月～就学前

６カ月～就学前

２カ月～就学前

２カ月～就学前

３歳児～就学前

42－1149

43－6789

55－0244

42－5130

48―2231

52－2172

42－1806

54―0415

55－2419

56－2358

57－2005

保 育 施 設 名 募 集 年 齢 電 話 番 号

入園申込書配布・受付期間�
　12月１日(木)～18年１月13日(金)
問い合わせ・福祉課(内線409)
申し込み・
福祉課、比内総合支所福祉環境課、田代総合支所福祉環境課�

下川沿駅
�

下川沿中学校�

国 道 ７ 号�

川口小学校�

工事個所�

至 大館�

至 早口�

12／16～１／９の時刻表
東京(羽田空港)便�

あきた北� 東　　京� あきた北�
９：05
18：05

10：15
19：15

７：20
15：50

８：30
17：00

片道当たりの運賃(12／16～１／９、 別途｢航空保険特別料金｣が加算されます)�
　特割１(前日までの予約):22,000円�
　通常　25,800円 (特割７、往復購入割引きはありません)
◆お得な「ツイテル東京」プラン(往復航空券・宿泊・朝食付き、10日前までの購入)�
　１泊２日で１人27,300円から。２人１室利用は、25,800円から�

大阪(伊丹空港)便�

あきた北� 大　　阪� あきた北�
15：00 16：45 13：10 14：35
片道当たりの運賃(12／16～１／９、 別途｢航空保険特別料金｣が加算されます)�
　通常　30,900円  (特割７、特割１、往復購入割引きはありません)
◆お得な「ツイテル大阪」プラン(往復航空券・宿泊・朝食付き、10日前までの購入)�
　１泊２日で１人28,800円から。２人１室利用は、27,800円から�

大館能代空港公式ホームページ�
｢大館能代空港どっと混む！｣から情報発信中�
http:www.odate-noshiro-airport.com/

大館能代空港利用促進協議会事務局(観光物産課内)149－3111(内線351)問�
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お知らせ 市 役 所
牲49－３１１１

寝
た
き
り
や
身
体
の
障
害
な
ど

で
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
大
変
な

か
た
の
自
宅
へ
、
歯
科
医
師
が
訪

問
し
て
診
察
し
ま
す
。

対
　
象

40
歳
以
上
の
か
た
で
、
歯
科
受

診
が
困
難
な
在
宅
の
か
た

自
己
負
担
金

治
療
費
は
自
己
負
担
で
す(
保

健
診
療
扱
い)

。
ま
た
、
医
師

の
交
通
費(

実
費)

も
必
要
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

1
42
―
９
０
５
５

と
　
き
・
12
月
８
日(

木)

10
時

と
こ
ろ
・
市
役
所
第
１
会
議
室

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

収
納
課(

内
線
２
２
５)

税
務
課
で
は
、
取
り
壊
し
た
住

宅
や
物
置
な
ど
の
家
屋
に
、
来
年

度
の
固
定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ
な

い
よ
う
に
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に

は
、
課
税
誤
り
を
防
ぐ
た
め
、
税

務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
で
「
家
屋
滅
失

登
記
」
の
手
続
き
を
平
成
17
年
12

月
末
ま
で
に
お
済
み
の
か
た
は
、

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
、

売
買
や
相
続
な
ど
で
、
所
有
者

を
変
更
さ
れ
た
か
た
も
税
務
課

へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

税
務
課(

内
線
２
３
０)

12
月
は
、
固
定
資
産
税
第
３

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、

介
護
保
険
料
第
６
期
の
納
期
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
は
12
月
26
日(

月)

で
す
。

ま
た
、
納
付
に
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

収
納
課(

内
線
２
２
５)

消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
個
人

事
業
者
の
う
ち
、
前
々
年
の
課
税

売
上
高
が
５
、
０
０
０
万
円
以
下

の
場
合
は
、
届
け
出
に
よ
り
「
簡

易
課
税
制
度
」
が
選
択
出
来
ま
す
。

平
成
17
年
か
ら
新
た
に
課
税
事

業
者
と
な
っ
た
か
た
や
、
平
成
18

年
に
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る

か
た
で
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択

す
る
か
た
は
、
平
成
17
年
12
月
31

日(

土)

ま
で
に
税
務
署
へ
届
け
出

が
必
要
で
す
。

※
消
費
税
の
納
税
に
は
、
安
全
・

便
利
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

大
館
税
務
署1

42
―
１
８
３
６

申
・
問

問 問

問 申
・
問

■ 参加者募集�
教室・講座名�

60歳以上の初心者の�
ためのパソコン講座�
(全４回)

18年１月17日(火)�
　　　　　～20日(金)�
13時30分～16時30分� 中 　 央�

公 民 館�

10人�
(抽選)

〒017―0822�
大館市字桜町南45－１�
中央公民館｢第７回初心�
者のためのパソコン講�
座｣142－4369

と　　　　き� ところ� 費 用 ・ 持 ち 物 な ど � 定員� 申し込み先など�

対象は、60歳以上のかたでパソコンに
触れたことが無いかた。受講料2,000円。
はがきに住所、氏名(フリガナ)、年齢、
電話番号を書いて12月９日(金)必着
でお送りください。抽選で決定し、結果
は皆さんにお知らせします。�

冬の親子スクール�
(全２回)

12月23日(金)10時～12時�
18年１月６日(金)�
　   13時30分～15時30分�

20組�
(先着順)

受け付けは、12月６日(火)�
８時30分から。中央公民館�
142－4369

小学校低学年の児童とその保護者。
材料費１個500円。クリスマスリース
作りと、親子体操(健康ヨガ)を実施。�

こども科学教室�
「酸性雨発生のしくみ�
を調べよう」�

12月17日(土)�
10時～11時30分�

郷 　 土�
博 物 館�

24組�
(先着順)

受け付けは、12月６日(火)�
８時30分から。郷土博物館�
148－2119

対象は小・中学生(親子で参加も可)。
参加は無料。モデル実験で酸性雨を
作り、植物色素の色の変化で判別し、
その仕組みを調べます。筆記用具が
必要。�

おふくろの味の�
正月料理�

12月19日(月)�
13時30分～15時30分�

24人�
(先着順)

受け付けは、12月５日(月)�
９時から。女性センター�
149－7028

受け付けは12月３日(土)�
９時から。コミュニティ�
センター147－7070

材料費(1,500円)、筆記用具、エプロン、
三角きん、ふきん２枚。�

クリスマスケーキ作り�
講座�

12月21日(水)�
10時～13時�

女 　 性�
センター�

北 　 部�
シルバー�
エ リ ア�
コミュニティ�
センター�

職 　 業�
訓 　 練�
センター�

24人�
(先着順)

材料代(2,000円)、筆記用具、エプロン、
三角きん、ふきん２枚。�

生け花講座�
｢初春を生ける｣�

12月26日(月)�
10時～12時�

15人�
(先着順)

材料代(2,000円)、筆記用具、エプロン、
花はさみ、包み紙。�

クリスマスの�
アレンジメント�

12月17日(土)�
10時～12時� 各12人�

(先着順)

材料費(1,500円)、花ばさみ、エプロン、
おしぼり。�

正月のアレンジメント� 12月28日(水)�
10時～12時�

材料費(2,000円)、花ばさみ、エプロン、
おしぼり。�

受け付けは12月４日(日)�
９時から。コミュニティ�
センター147－7070

冬休み七宝焼体験教室�
　エリアでオリジナル�
　作品を作ろう�

18年１月７日(土)�
①９時30分～10時30分�
②11時～12時�

各20人�
(先着順)

対象は、小・中学生。オリジナルの
キーホルダーを作ります。材料
費(400円)、エプロン､タオル。�

締め切りは12月15日(木)�
職業訓練センター�
143－5817

ワード2003�
応用(全６回)

18年１月11日(水)、�
13日(金)、16日(月)、�
18日(水)、20日(金)、�
23日(月)

20人�
(選考)

受講料3,000円、教材費2,100円。
差し込み印刷やフォームの活用
などを習得します。�

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
へ
届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書

自
宅
で
歯
科
診
療
が

受
け
ら
れ
ま
す

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

11月16日に、ごみ収集車が車両火災に遭いました。原因は、カセット式のボンベかスプレー缶の破裂と推定されています。
ボンベやスプレー缶は、使い切るか、穴を空けて完全にガスを抜いてください。スプレー缶に注意！



会 場 ・ 電 話 番 号 �時 間�と き�相談内容�

年　金�

�

教　育�

行　政�

国　税�

法　律�
�

非行、いじ�
め、子育て�

10:00～15:00�

9:00～16:00�

9:00～16:00�

10:00～15:00�

9:30～15:00�

9:30～12:00�

13:30～15:00

法　律�

�

�

心配ごと�

�

�

その他�

16日（金）�

１日（木）�
６日（火）�
９日（金）�
12日（月）�
13日（火）�

15日（木）�

19日（月）�
22日（木）�

27日（火）�

総合福祉センター(三の丸)�
総合福祉センター(三の丸)�
東館分館(独鈷)�
長木公民館�
田代総合福祉センター(サンピア)�
二井田公民館�
構造改善センター(水無)�
花岡公民館�
十二所公民館�
田代総合福祉センター(サンピア)�
高齢者若者センター(大堤)

9:30～12:00�

10:00～13:00�
10:00～13:00�
13:30～15:30�
10:00～13:00�
13:00～16:00�
10:00～13:00�
13:30～15:30�
10:00～13:00�
10:00～13:00�
13:00～16:00�
13:30～15:30�

9:00～16:00

相談は無料です�
お気軽に�
　　 ご相談ください�

　大館樹海ドーム 145－2500　　市民文化会館　 149－7066�
　中央公民館　　 142－4369�
※献血のお問い合わせは�
　大館保健所　　 152－3955　　保健センター 　142－9055

（予約制）�

（予約制）�

毎 週�
月～木�

毎週 月・�
火・木・金�

毎 週�
月～金�
毎 週�
月～金�

14日（水）�

27日（火）�

7日（水）�

15日（木）�

（内線263）�

（内線214）�

少年相談センター（中央公民館内）�
0120－110624

143－2208
教育研究所（中央公民館内）�

市 役 所 市 民 相 談 室 �

市役所会議室（内線348）�

市 役 所 会 議 室 �
(次回は1/4)(内線247)

比内公民館(予約は比内総合�
支所福祉環境課  155－1115)

総合福祉センター(三の丸)�
(予約は社会福祉協議会 142－8101)

市 役 所 年 金 相 談 室 �

（内線214）�
市 役 所 市 民 相 談 室 �

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

� 母と子の絵本を
楽しむ会�
(中央図書館）�

女性作家の現代
アート展(４日まで、
市民文化会館)

献血�
(水交苑、㈱ティーエ
ムシー大館工場、藤島
鉄工㈱、いとく大館シ
ョッピングセンター)�
健康相談�
(釈迦内公民館)

無料人権相談(中
央公民館、比内福祉
保健総合センター)

スカイパーキング
無料体験デー�
エイズ個別相談・即日
検査(マックスバリュ大館
西店)教育を語る市民
の集い(中央公民館)

無料人権相談�
(総合開発センター)�
「とびっきりの笑
顔」応募締め切
り日�
(総務課)

秋田大学吹奏楽団
定期演奏会�
(県民会館)

献血(大館ヤクルト
販売㈱、長慶荘、ニュ
ーロング秋田㈱、田
代総合支所、秋田協
同乳業㈱)�
健康相談(矢立公
民館)

健康相談�
(保健センター)

プロ野球マスター
ズリーグ�
(大館樹海ドーム）�
藤原真理チェロリ
サイタル�
(市民文化会館）�

母と子の絵本を
楽しむ会�
(中央図書館)�
献血(太平興業㈱大
館営業所、秋田三菱
自動車販売㈱大館店、
市立総合病院)

献血�
(東光鉄工㈱本宮工
場、大館園、市役所)

健康相談�
(下川沿公民館)

小型船舶操縦者
講習会�
(交流センター)

市役所・総合支
所年末休み�
(１月３日まで) 

健康相談�
(比内総合支所)�
�

成分献血�
(大館保健所、県大館
地区総合事務所)

固定資産税第３
期、国民健康保
険税第６期、介
護保険料第６期
の納期限(収納課)

ピアノマラソン�
(市民文化会館)

広報大館広報大館 2005.12.1広報大館 2005.12.1
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平
成
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日
号
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N
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発
行
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大
館
市
　
〒
017-8555　

秋
田
県
大
館
市
字
中
城
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地
　

1
0186（

49）3111　
F
A
X
0186（
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ホ
ー
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ペ
ー
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�

人のうごき ◆人　口　84,635人　　　◆世帯数　30,743世帯
男　39,730人
女　44,905人　　　 平成17年11月１日現在

大館市はソフトテニス競技と�
バレーボール競技の開催地です�2007年開催�

市民
文化会館

「笑顔」が撮影されたもの� 募集する写真�

応 募 要 領� 　平成17年中に撮影した写真に、説明文（いつ、どこで、どんな時に撮影
されたのか）を添えてください。また、モデルのかた（市民に限る）の住所、
氏名（ふりがな）と新年の誓い（やりたいことや目標など）をご記入ください。�

※ 応募いただいた写真は原則としてお返ししませんが、返却をご希望のかたは住所・氏名を記載し、�
 　80円切手を張った返信用封筒を同封してください。�
※ 採用されたかたには、テレホンカードと図書券（それぞれ500円相当）を1枚ずつお贈りします。�

締め切り　12月9日（金）当日消印有効�
応 募 先　〒017－8555　大館市字中城20番地　広報大館「とびっきりの笑顔」係�
□総務課　149－3111（内線258）�問�

VS
札幌アンビシャス� 大阪ロマンズ�

チケット�
料　　金�

内野自由Ｓ(大人)�
内野自由Ｓ(小・中学生)�
内野自由Ａ(大人)�
内野自由Ａ(小・中学生)�
外野自由席(大人)�
外野自由席(小・中学生)

2,700円�

1,700円�

2,200円�

1,200円�

1,200円�

700円�

3,000円�

2,000円�

2,500円�

1,500円�

1,500円�

1,000円�

種　　　　類� 前売り� 当　日�

前 売 券 �
発 売 所 �

いとく大館ショッピングセンター、�
いとく(能代・鹿角)ショッピングセンター、�
いとく鷹巣南店、サンクス、サークルＫ、�
秋田魁新報社支局・販売店、大館樹海ドーム�
�※内野S席をご購入のかたは、当日野球場内で景品が当たる抽選会があります。�

※野球教室（小中学生対象）はまだ余裕があります。�

大館樹海ドーム145－2500申・問�

と　き・12月11日a
　　　 12時30分（11時開場）�
ところ・大館樹海ドーム�

と　き・12月11日（日）14時開演�
ところ・市民文化会館�
出　演・藤原真理（チェロ）�
　　　  倉戸テル（ピアノ）�
入場料・一　　　般・2,000円�
　　  　高校生以下・1,000円�

石井浩郎選手� 小野和幸選手�

村田辰美選手�

ずばりホームランを狙います。�
ぜひ、大館樹海ドームへ見に来
てください。�

切れ味抜群の変化球で札
幌打線を封じ込めます。
どうぞ、前夜祭&大館樹
海ドームにご参加下さい。�

四国アイランドリーグで調整充分です。最多
セーブを狙います。今年度も大館樹海ドー
ムへ行きますのでよろしくお願いします。�

　市民文化会館 149－7066
主催事業�

チェロ�
藤原真理�

ピアノ�
倉戸テル�

（当日各500円増し）�
※未就学児入場不可�

いとく大館ショッピングセンター�
又久書店（大町店・清水店）�
市民文化会館�

プレイガイド�

〈全席自由〉�

と　き・18年1月9日（月・成人の日）15時開演�
ところ・市民文化会館�
入場料・Ｓ　席・7,000円�
　　  　Ａ　席・6,000円�

（当日各500円増し）�
※未就学児入場不可�

いとく大館ショッピングセンター�
又久書店（大町店・清水店）�
ローソンチケット（Ｌコード21922）�
市民文化会館�

プレイガイド�

〈全席指定〉�
好評�
発売中�

好評�
発売中�

申・問�


